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歴
史
史
料
の
文
化
財
化
貴
族
日
記
の
故
実
書
化
藤
本
孝
一
一
、
は
じ
め
に
本
稿
は
「
継
承
さ
れ
る
史
料
｜
人
々
の
行
為
と
そ
の
思
想
｜
」
の
題
の
も
と
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
折
の
報
告
を
も
と
に
し
た
論
考
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
過
去
の
人
々
が
な
ぜ
史
料
の
記
述
や
装
丁
を
改
変
し
、
写
本
や
異
本
を
生
み
出
し
て
き
た
の
か
、
つ
ま
り
彼
ら
が
何
を
考
え
、
何
を
残
そ
う
と
し
て
き
た
の
か
。」
を
目
的
に
か
か
げ
て
、「
史
料
を
残
す
と
い
う
行
為
の
基
底
を
明
か
に
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
三
項
目
あ
る
。
１
）平
安
時
代
以
来
、
貴
族
た
ち
の
日
記
史
料
が
利
用
さ
れ
、
そ
れ
が
残
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
の
検
証
。
２
）貴
族
た
ち
は
個
々
の
家
柄
に
合
っ
た
有
職
故
実
を
子
孫
に
伝
え
る
た
め
に
、
装
訂
そ
の
も
の
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
作
り
替
え
て
き
た
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
、
装
訂
の
作
り
替
え
と
い
っ
た
日
記
を
利
用
す
る
、
遺
す
と
い
っ
た
そ
の
過
程
や
作
業
な
ど
を
具
体
的
な
検
証
。
３
）上
記
の
、
日
記
を
中
心
と
し
た
史
料
そ
の
も
の
に
対
す
る
行
為
を
史
料
そ
の
も
の
か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、
も
し
く
は
分
か
る
の
か
の
検
証
で
あ
る
。
貴
族
日
記
自
体
の
変
容
で
あ
る
。
日
記
が
書
か
れ
、
利
用
さ
れ
、
遺
さ
れ
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
何
故
に
遺
さ
れ
て
い
っ
た
三
歴
史
史
料
の
文
化
財
化
か
を
解
き
明
か
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
文
章
で
は
な
く
、
物
と
し
て
の
古
記
録
自
体
を
中
心
と
す
る
。
二
、
物
に
つ
い
て
、
人
為
的
な
も
の
は
、
必
ず
作
ら
れ
た
必
然
性
が
あ
る
。
作
ら
れ
た
瞬
間
に
そ
の
時
代
の
精
神
の
こ
こ
ろ
を
基
盤
と
し
て
、
材
料
・
技
術
・
社
会
・
風
土
を
内
包
す
る
三
角
錐
の
頂
点
に
あ
る
（
図
１
）。
用
が
な
く
な
る
と
捨
て
ら
れ
る
。
遺
さ
れ
た
も
の
は
、
遺
さ
れ
る
理
由
が
あ
る
。
伝
え
ら
れ
て
き
た
物
は
、
作
ら
れ
た
時
点
か
ら
現
在
ま
で
の
時
代
が
印
刻
さ
れ
て
い
る
。
伝
え
ら
れ
て
き
た
物
自
体
か
ら
、
歴
史
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
も
の
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。
文
化
財
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
文
化
」
と
「
財
」
と
を
合
わ
せ
た
文
字
で
あ
る
。
ま
ず
、
文
化
と
は
何
か
で
あ
る
。「
文
化
」
の
意
味
を
定
義
付
け
た
も
の
に
、『
広
辞
苑１
）
』
を
引
用
す
る
。
そ
の
項
目
を
挙
げ
る
と
、
「
ぶ
ん
・
か
【
文
化
】
①
文
徳
で
民
を
教
化
す
る
こ
と
。
②
世
の
中
が
開
け
て
生
活
が
便
利
に
な
る
こ
と
。
文
明
開
化
。
③
（cu
ltu
re
）
人
間
が
自
然
に
手
を
加
え
て
形
成
し
て
き
た
物
心
両
面
の
成
果
。
衣
食
住
を
は
じ
め
科
学
・
技
術
・
学
問
。
芸
術
・
道
徳
・
宗
教
・
政
治
な
ど
生
活
形
成
の
様
式
と
内
容
を
含
む
。
文
明
と
ほ
ぼ
同
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
西
洋
で
は
人
間
の
精
神
的
生
活
に
か
か
わ
る
も
の
を
文
化
と
呼
び
、
技
術
的
発
展
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
文
明
と
区
別
す
る
。
と
説
明
す
る
。
①
は
漢
字
の
意
味
を
示
し
て
い
る
。
②
は
文
明
開
化
と
同
意
義
と
す
る
。
③
西
洋
で
は
人
間
の
精
神
的
生
活
に
か
か
わ
る
も
の
を
文
化
と
呼
ん
で
い
る
と
云
う
。
③
の
精
神
的
生
活
が
、
現
在
の
意
味
に
最
も
近
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
精
神
的
生
活
は
、
概
念
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
摑
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
物
と
し
て
、
把
握
で
き
る
の
が
、「
文
化
」
の
項
目
に
含
ま
れ
て
い
る
「
文
化
財
」
で
あ
図１ 「もの」の構造
四
る
。
こ
の
項
目
は
、
｜
ざ
い
【
文
化
財
】
文
化
活
動
の
客
観
的
所
産
と
し
て
の
諸
事
象
ま
た
は
諸
事
物
で
価
値
を
有
す
る
も
の
。
文
化
財
保
護
法
の
対
象
と
し
て
は
有
形
文
化
財
・
無
形
文
化
財
・
民
俗
文
化
財
・
記
念
物
（
埋
蔵
文
化
財
と
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
）・
文
化
的
景
観
・
伝
統
的
建
造
物
群
の
六
種
が
あ
る
。
と
説
明
す
る
。
こ
の
項
目
は
、
文
化
財
保
護
法
の
条
文
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
全
文
を
掲
載
す
る
。
【
文
化
財
保
護
法
】
昭
和
二
十
五
年
五
月
三
十
日
法
律
第
二
百
十
四
号
。
最
終
改
正：
平
成
二
三
年
五
月
二
日
法
律
第
三
七
号
第
一
章
総
則
（
こ
の
法
律
の
目
的
）
第
一
条
こ
の
法
律
は
、
文
化
財
を
保
存
し
、
且
つ
、
そ
の
活
用
を
図
り
、
も
つ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
（
文
化
財
の
定
義
）
第
二
条
こ
の
法
律
で
「
文
化
財
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。
一
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
そ
の
他
の
有
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
こ
れ
ら
の
も
の
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し
て
い
る
土
地
そ
の
他
の
物
件
を
含
む
。）
並
び
に
考
古
資
料
及
び
そ
の
他
の
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資
料
（
以
下
「
有
形
文
化
財
」
と
い
う
。）
二
演
劇
、
音
楽
、
工
芸
技
術
そ
の
他
の
無
形
の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
無
形
文
化
財
」
と
い
う
。）
三
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、
年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗
芸
能
、
民
俗
技
術
及
び
こ
れ
ら
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
五
歴
史
史
料
の
文
化
財
化
器
具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
我
が
国
民
の
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
民
俗
文
化
財
」
と
い
う
。）
四
貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
、
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡
で
我
が
国
に
と
つ
て
歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
、
庭
園
、
橋
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
そ
の
他
の
名
勝
地
で
我
が
国
に
と
つ
て
芸
術
上
又
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
並
び
に
動
物
（
生
息
地
、
繁
殖
地
及
び
渡
来
地
を
含
む
。）、
植
物
（
自
生
地
を
含
む
。）
及
び
地
質
鉱
物
（
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て
い
る
土
地
を
含
む
。）
で
我
が
国
に
と
つ
て
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
記
念
物
」
と
い
う
。）
五
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国
民
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
（
以
下
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。）
六
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
い
う
。）
２
こ
の
法
律
の
規
定
（
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
、
第
五
十
五
条
第
一
項
第
四
号
、
第
百
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
、
第
百
六
十
五
条
、
第
百
七
十
一
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
を
除
く
。）
中
「
重
要
文
化
財
」
に
は
、
国
宝
を
含
む
も
の
と
す
る
。
（
以
下
略
）
と
あ
る
。（
文
化
財
の
定
義
）
と
し
て
い
る
が
、
全
項
目
を
検
討
す
る
と
、
文
章
の
意
味
と
し
て
の
定
義
で
は
な
く
、
物
の
種
類
だ
け
を
「
第
二
条
」
で
挙
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
古
記
録
に
関
係
す
る
の
は
、
第
一
項
で
あ
る
。
有
形
文
化
財
の
う
ち
の
「
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
」
で
あ
る
。
組
織
的
に
言
え
ば
。
文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
、
文
化
財
第
一
課
、
改
称
）
の
管
轄
で
、
国
民
の
文
化
財
と
し
て
毎
年
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
指
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
文
は
制
度
的
な
物
の
指
定
だ
け
で
、
定
義
的
な
意
味
は
表
さ
れ
て
い
な
い
。
六
そ
こ
で
、
文
化
財
の
意
味
を
筆
者
な
り
に
検
討
し
て
み
る
。
「
文
化
」
は
、
精
神
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
文
化
は
捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い
、
文
化
を
固
定
し
た
も
の
が
「
物
」
を
意
味
す
る
「
財
」
で
あ
る
。
踊
り
や
演
劇
の
場
合
、
無
形
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
指
定
で
き
な
い
が
、
無
形
文
化
財
と
し
て
演
じ
る
人
物
を
認
定
す
る
。
芸
術
を
伝
え
る
こ
と
は
人
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
行
く
。
人
為
的
に
作
ら
れ
た
物
は
、
用
が
無
く
な
る
と
、
捨
て
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
段
階
的
に
選
択
さ
れ
て
遺
さ
れ
て
行
く
。
古
け
れ
ば
古
い
ほ
ど
選
択
さ
れ
る
回
数
が
多
く
な
り
、
選
ば
れ
て
行
く
。
そ
れ
は
、
年
代
が
経
て
ば
経
つ
ほ
ど
、
人
が
遺
す
意
思
が
積
み
上
が
っ
て
行
く
物
で
あ
る
。
ま
た
、
作
ら
れ
て
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
遺
す
た
め
の
修
理
が
行
わ
れ
、
形
態
も
変
わ
っ
て
行
く
。
そ
れ
を
現
代
か
ら
見
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
来
た
か
を
見
極
め
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
財
化
に
認
定
し
て
行
く
過
程
を
、
歴
史
的
に
見
る
事
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
が
重
層
的
に
反
映
す
る
。
例
え
ば
、
一
枚
一
枚
の
古
文
書
を
整
理
し
て
巻
子
に
な
っ
た
り
、
冊
子
や
手
鑑
に
仕
立
て
ら
れ
た
り
し
て
、
保
存
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
過
程
こ
そ
が
歴
史
の
具
現
化
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
歴
史
学
は
史
料
の
読
み
説
き
か
ら
は
じ
ま
る
。
古
記
録
の
日
記
や
古
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
を
理
解
す
る
学
問
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
伝
え
ら
れ
て
き
た
形
態
の
変
化
か
ら
も
、
歴
史
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
別
な
見
方
か
ら
い
う
と
、
実
用
で
無
く
な
っ
た
史
料
が
伝
存
し
て
い
る
意
味
は
、
遺
す
か
捨
て
る
か
の
選
択
が
常
に
行
わ
れ
る
。
利
用
価
値
が
無
く
な
っ
て
も
遺
さ
れ
て
い
る
物
は
、
遺
そ
う
と
す
る
意
思
が
働
い
て
い
る
証
で
あ
る
。
そ
の
意
思
を
探
求
す
る
の
も
歴
史
学
で
あ
る
。
実
用
か
ら
文
化
財
と
な
る
変
化
で
も
あ
る
。
七
歴
史
史
料
の
文
化
財
化
三
、
平
安
貴
族
日
の
文
化
財
化
文
化
財
と
し
て
遺
そ
う
と
す
る
意
識
が
何
時
頃
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
答
は
、
一
点
一
点
遺
さ
れ
た
理
由
が
あ
り
、
一
点
の
物
か
ら
も
歴
史
を
読
み
取
れ
る
。
文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
る
基
準
は
、
記
録
史
料
・
美
術
品
的
価
値
を
合
わ
せ
持
っ
た
物
で
あ
る
。
そ
の
例
に
、
Ⅰ
藤
原
定
家
（
一
一
六
二
〜
一
二
四
一
）
の
日
記
『
明
月
記
』
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
）五
十
二
巻
、
Ⅱ
藤
原
定
家
故
実
書
『
大
原
野
行
幸
次
第
』
一
巻
（
個
人
蔵
）、
Ⅲ
藤
原
行
成
（
九
七
二
〜
一
〇
二
七
）
筆
『
陣
定
定
文
案
』
一
巻
（
個
人
蔵
）
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。
Ⅰ
国
宝
『
明
月
記２
）
』
『
明
月
記
』
は
、
紙
背
に
定
家
宛
の
書
状
等
の
裏
に
書
い
て
い
る
た
め
、
定
家
が
毎
日
書
い
て
い
た
日
記
の
原
本
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
天
地
に
引
か
れ
た
横
の
罫
線
が
紙
継
目
を
渡
っ
て
い
る
所
か
ら
、
一
巻
全
体
の
紙
を
継
い
で
か
ら
書
い
た
こ
と
に
な
り
、
晩
年
出
家
後
の
清
書
の
証
拠
と
な
る
。
長
年
書
状
等
を
保
存
し
て
い
た
文
書
を
、
清
書
す
る
年
齢
に
合
わ
せ
て
貼
り
継
い
で
一
巻
と
し
、
そ
の
巻
子
に
毎
日
書
い
た
日
記
原
本
か
ら
家
司
等
に
清
書
さ
せ
た
の
が
現
在
の
『
明
月
記
』
で
あ
る
。
清
書
後
に
切
継
な
ど
し
て
故
実
書
と
し
て
編
纂
し
た
。
さ
ら
に
、
巻
子
を
約
二
〇
セ
ン
チ
幅
に
折
っ
て
折
本
装
に
し
、
包
表
紙
を
付
け
た
。
折
本
が
開
け
や
す
い
よ
う
に
、
折
側
二
か
所
に
硯
箱
に
収
納
す
る
千
枚
通
し
や
刀
子
（
穴
が
縦
長
の
形
に
な
っ
て
い
る
）
で
穴
を
開
け
て
バ
イ
ン
ダ
ー
の
よ
う
に
青
い
紐
で
輪
っ
か
を
通
し
た
。
表
紙
の
幾
つ
か
に
は
、
主
だ
っ
た
図２ 『明月記』折本の復元
八
内
容
の
目
録
を
書
き
付
け
て
、
儀
式
の
先
例
が
引
き
や
す
い
形
に
改
装
し
て
い
る
（
図
２
）。
国
宝
全
五
十
二
巻
の
内
、
折
本
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
第
二
十
九
巻
の
『
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
四
月
記
』
の
一
巻
を
除
い
た
、
第
二
十
八
巻
『
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
十
一
月
十
二
月
記
』
か
ら
第
五
十
巻
『
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
秋
記
』
ま
で
の
巻
子
で
あ
る
。
第
五
十
一
巻
『
貞
永
二
年
（
一
二
三
三
）
春
記
』
と
第
五
十
二
巻
『
天
福
元
年
九
月
十
月
十
一
月
記
』
は
天
福
に
改
元
し
た
一
年
分
で
、
こ
の
年
十
月
に
定
家
は
出
家
し
た
。
第
二
十
八
巻
の
建
暦
元
年
は
、
定
家
が
九
月
八
日
に
従
三
位
に
昇
り
、
翌
年
二
月
十
一
日
に
参
議
に
補
任
さ
れ
た
。
貴
族
の
中
枢
と
し
て
実
務
に
あ
た
っ
た
時
期
の
日
記
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
為
家
が
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
に
参
議
と
な
り
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
、
定
家
と
同
じ
権
中
納
言
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
為
家
が
公
事
に
用
い
る
よ
う
に
定
家
が
子
息
の
た
め
に
折
本
に
し
た
。
さ
ら
に
、
家
の
故
実
書
と
し
て
子
孫
ら
が
公
事
に
利
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
折
本
の
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
た
て
き
た
が
、
政
治
体
制
も
変
わ
っ
た
江
戸
時
代
に
な
り
、
装
訂
し
直
さ
れ
て
、
も
と
の
巻
子
本
に
戻
さ
れ
、
冷
泉
家
の
家
祖
と
歌
仙
の
崇
敬
に
よ
り
、
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
Ⅱ
『
大
原
野
行
幸
次
第
』
一
巻３
）
定
家
が
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
に
大
原
野
神
社
行
幸
の
折
に
用
い
た
故
実
書
で
あ
る
。
縦
一
五
・
一
セ
ン
チ
全
長
七
二
一
・
一
セ
ン
チ
墨
附
一
四
紙
、
白
紙
一
紙
、
計
一
五
紙
）で
あ
る
。
翻
刻
伝
来
等
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
定
家
本
源
氏
物
語
行
幸
・
早
』
の
【
参
考
史
料
】
と
し
て
収
録
し
た
。
本
巻
の
制
作
過
程
は
、
八
紙
の
紙
を
半
分
に
切
っ
て
一
六
紙
を
作
り
、
糊
附
し
て
巻
物
に
し
た
。
巻
物
を
二
六
折
に
折
っ
て
折
本
を
作
り
、
行
幸
記
事
を
編
集
し
た
下
書
き
の
親
本
を
も
と
に
、
折
本
に
清
書
し
た
。
さ
ら
に
『
明
月
記
』
と
同
じ
よ
う
に
刀
子
で
穴
を
開
け
て
青
い
紐
（
紐
の
擦
れ
図３ 綴穴（縦開きの対象箇所）
九
歴
史
史
料
の
文
化
財
化
に
よ
り
繊
維
が
残
っ
て
い
る
）
で
輪
っ
か
に
し
て
閉
じ
た
（
図
３
、
対
称
の
丸
い
穴
は
虫
損
）。
江
戸
時
代
初
期
ご
ろ
に
、
折
本
状
で
あ
っ
た
物
を
、
現
在
の
巻
子
に
仕
立
て
直
し
た
。
こ
の
変
化
は
、
中
世
か
ら
近
世
の
移
行
に
伴
い
実
用
性
が
失
わ
れ
、
当
時
の
古
筆
鑑
賞
の
流
行
と
と
も
に
、
定
家
の
書
跡
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
定
家
古
記
録
の
変
化
を
概
観
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
摂
関
政
治
以
降
の
家
柄
の
確
立
は
、
朝
廷
に
出
仕
し
て
政
治
を
行
う
に
あ
た
り
、
律
令
法
的
な
法
令
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
律
令
法
に
基
づ
き
な
が
ら
、
各
人
に
よ
る
先
例
が
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
行
動
は
規
範
と
し
て
、
各
家
の
先
例
に
な
り
、
有
職
故
実
と
し
て
固
定
化
さ
れ
た
。
朝
廷
の
儀
式
（
朝
儀
）
に
臨
む
た
め
に
、
先
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
行
事
が
進
行
し
て
行
く
。
そ
れ
故
に
、
実
務
官
僚
の
中
級
貴
族
の
日
記
自
体
、
故
実
書
で
あ
っ
た
。
定
家
も
『
長
秋
記
』
や
『
中
右
記
』
を
書
写
し
て
、
朝
儀
の
参
考
に
し
て
い
る
。
室
町
時
代
は
、
貴
族
の
衰
退
と
と
も
に
有
職
故
実
書
化
は
少
な
く
な
り
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
家
の
日
記
は
な
く
な
り
、
一
般
的
な
個
人
の
日
記
と
な
っ
た
。
Ⅲ
『
陣
定
定
文
案
』
一
巻４
）
日
記
『
権
記
』
の
記
主
で
三
蹟
の
一
人
で
あ
る
藤
原
行
成
の
筆
に
な
る
故
実
書
で
あ
る
。
恵
美
千
鶴
子
氏
が
全
文
紹
介
と
考
察
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
参
考
に
し
て
法
量
形
態
を
述
べ
る
。
法
量
は
、
縦
約
三
二
セ
ン
チ
、
全
長
三
七
九
・
〇
セ
ン
チ
で
六
紙
が
継
い
で
い
る
。
さ
ら
に
、
巻
頭
に
縦
三
二
・
四
セ
ン
チ
横
一
五
・
一
セ
ン
チ
の
旧
表
紙
が
付
い
て
い
る
。
一
・
二
紙
目
は
天
の
部
分
は
半
分
ほ
ど
欠
損
し
て
い
る
（
図
４
）。
し
か
し
、
三
〜
六
紙
目
は
破
損
が
な
い
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
紙
継
目
に
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
（
図
５
）。
図４ １紙目破損
一
〇
し
か
し
、
旧
表
紙
と
一
紙
目
の
上
部
破
損
の
継
目
花
押
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
破
損
の
箇
所
に
は
新
し
い
補
修
紙
の
た
め
に
半
分
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
摂
関
藤
原
忠
通
（
一
〇
九
七
〜
一
一
六
四
）
の
花
押
と
恵
美
氏
が
指
摘
す
る
。
そ
う
な
る
と
、
忠
通
が
入
手
し
た
時
に
は
、
す
で
に
破
損
し
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
想
定
さ
れ
る
の
が
、
次
の
よ
う
な
過
程
と
な
る
。
１
、
行
成
は
、
宮
仕
え
の
た
め
に
陣
定
の
故
実
書
を
二
巻
作
成
し
た
。
２
、
巻
子
で
は
不
便
な
の
で
、
折
本
二
帖
に
し
た
。
実
用
故
実
書
と
し
て
、
行
成
の
子
息
も
用
い
た
。
３
、
行
成
が
亡
く
な
っ
た
後
、
い
つ
ご
ろ
か
不
明
で
あ
る
が
、
藤
原
忠
通
は
こ
の
二
帖
を
入
手
し
た
。
４
、
忠
通
は
、
摂
関
で
あ
る
た
め
、
実
務
官
僚
の
故
実
書
は
利
用
す
る
事
が
な
か
っ
た
。
入
手
し
た
目
的
は
、
名
筆
家
行
成
の
書
道
の
美
術
品
と
し
て
の
評
価
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
帖
と
も
同
様
な
内
容
に
よ
り
、
一
巻
に
装
訂
し
直
し
た
。
〔
折
返
表
紙
〕
忠
通
が
一
巻
と
し
た
巻
子
の
復
元
を
す
る
。
現
在
は
江
戸
時
代
の
新
補
包
紙
が
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
旧
表
紙
が
一
紙
目
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
巻
子
本
の
場
合
は
、
外
題
は
外
側
に
書
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
巻
の
外
題
は
「
拾
遺
納
言
定
文
草
案
」
と
内
側
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
継
目
花
押
が
あ
り
、
図５ 旧表紙裏花押図６ 旧表紙汚れ
一
一
歴
史
史
料
の
文
化
財
化
図７
一
二
巻
紐
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
旧
表
紙
が
汚
れ
て
い
る
の
は
、
外
側
に
な
っ
て
い
た
証
拠
で
あ
る
（
図
６
）。
以
上
の
状
況
か
ら
想
定
さ
れ
る
の
は
、
折
返
表
紙
で
あ
っ
た
。
折
返
表
紙
は
拙
著
『
古
写
本
の
姿５
）
』
に
『
明
月
記
』
か
ら
復
元
し
た
（
図
７
）。
こ
の
場
合
、
軸
は
附
け
な
い
。
江
戸
時
代
に
軸
を
附
け
て
現
在
の
表
紙
を
附
け
る
時
に
、
破
損
個
所
を
修
理
す
る
際
に
原
表
紙
の
上
に
あ
っ
た
忠
通
花
押
が
新
し
い
紙
に
替
え
ら
れ
た
た
め
に
欠
損
し
た
。
恵
美
氏
も
「
二
、
伝
来
と
、
藤
原
行
成
の
書
の
尊
重
に
つ
い
て
」
の
一
章
を
設
け
て
い
る
。
忠
通
の
時
代
、
平
安
時
代
後
期
に
は
、
既
に
美
術
品
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
。
文
化
財
と
し
て
認
定
さ
れ
て
遺
さ
れ
て
い
く
、
早
い
例
で
あ
ろ
う
。
Ⅳ
古
筆
切
内
容
よ
り
も
美
術
品
と
し
て
認
識
さ
れ
て
遺
さ
れ
て
い
く
例
に
古
筆
切
が
あ
る
。
個
人
の
追
慕
と
尊
敬
、
さ
ら
に
芸
術
性
に
よ
り
、
個
人
の
筆
跡
を
掛
幅
や
手
鑑
と
し
て
鑑
賞
す
る
た
め
に
、
古
人
の
筆
跡
の
色
紙
や
短
冊
、
経
巻
・
典
籍
の
一
部
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
は
鎌
倉
時
代
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ
、
空
海
筆
と
さ
れ
る
滋
賀
県
竹
生
島
の
宝
厳
院
蔵
の
経
巻
の
一
部
を
切
り
取
っ
た
事
例
が
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
十
月
に
茶
人
武
野
紹
鷗
（
一
五
〇
二
〜
一
五
五
五
）が
藤
原
定
家
の
染
筆
『
小
倉
色
紙
』
の
色
紙
を
茶
会
の
床
飾
り
に
用
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
茶
会
に
用
い
る
第
一
の
古
筆
切
と
な
っ
た
。
定
家
の
書
が
美
術
品
と
し
て
文
化
財
と
な
っ
て
遺
さ
れ
た
契
機
で
も
あ
る
。
安
土
桃
山
時
代
に
大
流
行
と
な
る
古
筆
切
鑑
賞
は
、
代
表
的
な
収
集
家
に
豊
臣
秀
次
（
一
五
六
八
〜
一
五
九
五
）
が
い
る
。
秀
次
は
教
王
護
国
寺
（
東
寺
）
に
所
蔵
す
る
弘
法
大
師
空
海
筆
『
風
信
帖
』（
国
宝
）
の
一
通
を
献
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
空
海
筆
『
狸
毛
筆
奉
献
表
』（
国
宝
、
醍
醐
寺
蔵
）
か
ら
も
数
行
を
切
り
取
ら
せ
て
い
る
。
冷
泉
家
か
ら
も
藤
原
定
家
筆
『
公
忠
朝
臣
集
』
一
帖
を
献
上
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
後
、
こ
の
家
集
は
、
徳
川
家
康
の
所
有
に
な
り
、
現
在
は
五
島
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
平
安
時
代
の
『
花
山
僧
正
集
』
が
宇
喜
多
秀
家
（
一
五
七
三
〜
一
六
五
五
）
の
所
望
に
よ
り
、
後
ろ
二
丁
を
切
り
取
っ
て
譲
渡
と
し
て
い
る
。
一
三
歴
史
史
料
の
文
化
財
化
切
断
さ
れ
た
断
片
で
あ
る
古
筆
切
は
、
美
術
鑑
賞
と
し
て
遺
さ
れ
た
象
徴
で
あ
る
。
特
に
『
大
手
鑑
』
陽
明
文
庫
藏
）・『
藻
塩
草
』
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）・『
手
鑑
「
見
ぬ
世
の
友
」』（
出
光
美
術
館
蔵
）・『
手
鑑
「
翰
墨
城
」』（
世
界
救
世
教
蔵
）
の
四
件
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
国
に
よ
る
文
化
財
と
し
て
の
認
定
で
あ
る
。
四
、
お
わ
り
に
日
記
は
巻
子
本
や
冊
子
本
の
紙
に
書
い
た
物
で
あ
る
。
一
枚
か
ら
な
る
古
文
書
と
相
違
す
る
日
記
等
の
冊
子
本
は
「
装
訂
さ
れ
た
記
録
装
置
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
貴
族
日
記
は
、
形
を
変
え
て
伝
え
ら
れ
た
。
貴
族
日
記
は
、
律
令
制
度
が
崩
壊
す
る
過
程
で
、
官
司
請
負
制
度
が
成
立
す
る
。
こ
の
制
度
は
、
家
柄
の
成
立
と
と
も
に
、
家
柄
に
あ
っ
た
日
記
が
書
か
れ
た
。
藤
原
師
輔
（
九
〇
八
〜
九
六
〇
）は
宮
廷
の
公
事
を
日
記
に
書
き
留
め
る
こ
と
や
実
行
す
べ
き
公
事
を
ま
と
め
て
『
九
条
殿
御
遺
誡
』
に
書
き
残
し
て
い
る
。
個
人
日
記
が
一
種
の
公
的
日
記
と
な
る
。
先
例
が
書
か
れ
て
い
る
日
記
は
、
晩
年
に
編
纂
さ
れ
、
公
事
別
に
編
集
さ
れ
て
故
実
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
家
柄
の
法
律
に
な
っ
た
。
先
例
が
一
種
の
法
令
と
し
て
、
律
令
法
の
代
わ
り
に
、
官
司
請
負
制
の
法
令
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
他
の
貴
族
日
記
も
参
考
に
な
り
、
実
務
官
僚
で
あ
る
源
師
時
一
〇
七
七
〜
一
一
三
六
）の
日
記
『
長
秋
記
』
や
藤
原
宗
忠
一
〇
六
二
〜
一
一
四
一
）の
日
記
『
中
右
記
』
等
は
定
家
を
は
じ
め
と
し
た
貴
族
た
ち
が
購
入
し
た
り
、
書
写
し
た
り
し
て
い
る
。
巻
子
本
に
書
写
さ
れ
る
が
、
利
用
に
は
不
便
な
た
め
、
折
本
に
し
て
使
わ
れ
た
。
後
世
に
な
り
、
官
司
請
負
制
度
が
衰
退
す
る
と
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
が
、
家
柄
の
象
徴
や
記
主
の
筆
跡
尊
重
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
遺
さ
れ
て
、
活
用
の
折
本
か
ら
保
存
用
の
巻
子
本
に
戻
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
定
家
な
ど
の
筆
跡
（
美
術
品
）
の
尊
重
に
よ
り
、
切
ら
れ
て
古
筆
切
に
な
り
、
美
術
品
と
し
て
掛
幅
に
し
て
床
の
間
に
飾
ら
れ
る
。
一
四
文
化
財
と
し
て
認
定
す
る
の
は
、「
物
」
を
遺
そ
う
と
す
る
人
の
意
志
で
あ
り
、
残
そ
う
と
思
っ
た
時
か
ら
「
文
化
財
」
と
な
り
、
時
代
が
立
つ
と
と
も
に
「
文
化
財
」
と
し
て
の
価
値
が
重
ね
ら
れ
て
い
き
、「
文
化
財
」
と
な
っ
て
遺
さ
れ
て
い
く
。
１
）
『
広
辞
苑
』（
第
七
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
一
月
刊
）
２
）
拙
著
『
国
宝
『
明
月
記
』
と
藤
原
定
家
の
世
界
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
七
月
刊
。
３
）
拙
著
『
定
家
本
源
氏
物
語
行
幸
・
早
』
影
印
本
）解
説
。
八
木
書
店
、
平
成
三
〇
年
二
月
刊
。
４
）
恵
美
千
鶴
子
「
藤
原
行
成
筆
「
陣
定
定
文
案
」
の
書
誌
・
伝
来
」」
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究
』
第
五
輯
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
七
年
三
月
刊
）。
５
）
拙
著
『『
明
月
記
』
古
写
本
の
姿
』
四
一
頁
（『
日
本
の
美
術
』
四
三
六
号
、
至
文
堂
平
成
十
十
六
年
三
月
刊
）。
一
五
歴
史
史
料
の
文
化
財
化
